
令和 6年 8月発行

77号

2024 年
4.5.6 月

第1回臨時議会.....2

6月議会定例会.....3

一般質問...............6

委員会報告........ 11

後列左より　　村
むら

田
た

明
あき

彦
ひこ

　髙
たか

田
だ

和
かず

幸
ゆき

　福
ふく

田
だ

伸
しん

次
じ

　小
お

田
だ

芳
よし

久
ひさ

　石
いし

川
かわ

貴
たか

広
ひろ

　川
かわ

口
ぐち

知
とも

幸
ゆき

前列左より　　二
ふた

俣
また

秀
ひで

明
あき

　櫻
さくら

井
い

勝
まさる

　植
うえ

田
た

浩
ひろ

之
ゆき

　渥
あつ

美
み

昌
まさ

裕
ひろ

　阿
あ

南
なん

澄
すみ

男
お

　河
か

原
わら

﨑
さき

惠
けい

士
じ

　阿
あ

形
がた

 昭
あきら

任期満了に伴う御前崎市議会議員選挙は、４月 14 日に投開票が行われ、13 名の新たな顔ぶれが
決まりました。任期は、令和 6 年 4 月 18 日から令和 10 年 4 月 17 日の 4 年間です。市民の皆様
の負託に応え、市民の皆様の身近な議会になるよう精一杯頑張ります。よろしくお願いします。

議 員 紹 介

議会の様子を「YouTube」で配信中。視聴は各ページの二次元コードをご利用ください。
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議 長
渥美 昌裕
■好きな言葉■

而今（じこん）

■趣味■
スポーツ観戦

副議長
植田 浩之
■好きな言葉■

挑戦

■趣味■
野球・音楽＆映画
鑑賞・ギター演奏

議会内、議会と市役所との分断をなくし、常に市民
目線での議会運営を目指します。また、開かれた議
会になるように積極的に努めます。

臨時議会において、副議長に推挙を頂きました。
議長とともに公正かつ円滑な議会運営に努めてま
いりますので宜しくお願いします。

◎委員長　○副委員長

常 任 委 員 会

総務経済委員会
◎二俣秀明　○河原﨑惠士　渥美昌裕　植田浩之　村田明彦　福田伸次　髙田和幸

文教厚生委員会
◎阿形 昭　○阿南澄男　櫻井 勝　小田芳久　石川貴広　川口知幸

議会運営委員会

◎阿南澄男　○河原﨑惠士　阿形 昭　櫻井 勝　二俣秀明

特 別 委 員 会

予算決算審査特別委員会
◎阿南澄男　○河原﨑惠士　阿形 昭　渥美昌裕　植田浩之　櫻井 勝　二俣秀明　小田芳久　村田明彦
　　　　　　　　　　　　　石川貴広　川口知幸　福田伸次　髙田和幸

原子力対策特別委員会
◎河原﨑惠士　○阿南澄男　阿形 昭　渥美昌裕　植田浩之　櫻井 勝　二俣秀明　小田芳久　村田明彦
　　　　　　　　　　　　　石川貴広　川口知幸　福田伸次　髙田和幸

中長期計画共創特別委員会
◎河原﨑惠士　○阿南澄男　阿形 昭　渥美昌裕　植田浩之　櫻井 勝　二俣秀明　小田芳久　村田明彦
　　　　　　　　　　　　　石川貴広　川口知幸　福田伸次　髙田和幸

議会広報特別委員会
◎植田浩之　○村田明彦　小田芳久　石川貴広　川口知幸　福田伸次　髙田和幸

新たな議会構成決まる
令和 6 年 4 月 25 日に開催された第 1 回臨時議会に

おいて、正副議長の選挙が行われ、議長に渥美昌裕議員、
副議長に植田浩之議員が当選しました。

また、常任委員会、議会運営委員会、特別委員会な
どの委員が選任されました。臨時議会

1回回

第第

議会の様子は
「YouTube」で
配信されています。
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■市議会　令和６年第 1 回臨時議会で審議した議案等
議案番号 件　　　　　名 概　　　　　　　　　　　　要 審議結果

同意.
第 2号

監査委員の選任につき議会の同
意を求めることについて 監査委員（議会選出）に櫻井勝議員を選任

全員一致で
同意

※除斥あり

承認.
第 2号

専決処分の報告及びその承認に
ついて（御前崎市税条例の一部
を改正する条例）

前年度所得金額が 1,805 万円以下の個人住民税
所得割の納税義務者に対し、令和６年度分住民
税所得割から納税者及びその配偶者を含めた扶
養親族１人につき１万円の定額減税を実施する
とともに、土地所有者に対する固定資産税の負
担調整措置を３年間延長するもの

全員一致で
承認

承認.
第 3号

専決処分の報告及びその承認に
ついて（御前崎市国民健康保険
税条例の一部を改正する条例）

国民健康保険税の後期高齢者支援金分に係る課
税限度額の見直しと、低所得世帯に対する軽減
措置の対象を拡大するもの

全員一致で
承認

承認.
第 4号

専決処分の報告及びその承認に
ついて（令和６年度御前崎市一
般会計予算の補正（専決第 1 号））

令和６年５月 26 日執行の静岡県知事選挙の準
備などに要する経費 1,387 万 7 千円を増額し、
総額 158 億 1,387 万 7 千円とするもの

全員一致で
承認

議会定例会
６月議会定例会は、６月
３日から26 日間の会期で
開催し、６月 28 日に閉会
しました。

■ 6 月議会定例会で審議した議案等
議案番号 件　　　　　名 概　　　　　　　　　　　　要 審議結果

議案.
第 43号

御前崎市行政手続における特定
の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律施行条例の
一部を改正する条例の制定につ
いて

令和５年６月９日に「行政手続における特定の
個人を識別するための番号の利用等に関する法
律等の一部を改正する法律」が公布され、行政
手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律「別表第二」が廃止され
ることに伴い、所要の改正を行うもの

全員一致で
可決

議案.
第 44号

御前崎市指定地域密着型サービ
スの事業の人員、設備及び運営
に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定につい
て

令和６年１月 25 日の「指定居宅サービス等の
事業の人員、設備及び運営に関する基準」の一
部改正を踏まえ、管理者が兼務することができ
る事業所等の範囲を明確にするとともに、身体
的拘束等の適正化のための措置を義務付けるほ
か、所要の改正を行うもの

全員一致で
可決

議案.
第 45号

御前崎市指定地域密着型介護予
防サービスの事業の人員、設備
及び運営並びに指定地域密着型
介護予防サービスに係る介護予
防のための効果的な支援の方法
に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について

令和６年１月 25 日の「指定居宅サービス等の
事業の人員、設備及び運営に関する基準」の一
部改正を踏まえ、管理者が兼務することができ
る事業所等の範囲を明確にするとともに、身体
的拘束等の適正化のための措置を義務付けるほ
か、所要の改正を行うもの

全員一致で
可決

6月月
議会の様子は「YouTube」で配信されています。

初日 最終日
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議案番号 件　　　　　名 概　　　　　　　　　　　　要 審議結果

議案.
第 46号

御前崎市指定介護予防支援事業
者の指定に関する必要な事項並
びに指定介護予防支援等の事業
の人員及び運営並びに指定介護
予防支援等に係る介護予防のた
めの効果的な支援の方法に関す
る基準を定める条例の一部を改
正する条例の制定について

令和６年１月 25 日の「指定居宅サービス等の
事業の人員、設備及び運営に関する基準」の一
部改正を踏まえ、指定介護予防支援事業者の人
員に関する基準と通常の地域以外の居宅を訪問
した場合の交通費の支払い、及び利用者宅への
訪問の頻度や手段を新たに定めるもの

全員一致で
可決

議案.
第 47号

財産の無償譲渡について 
（朝比奈財産区有地）

朝比奈財産区が所有する山林 129 平方メート
ルを地縁法人朝比奈地区運営協議会へ令和６年
７月１日から無償譲渡するもの

全員一致で
可決

議案.
第 48号

令和６年度御前崎市一般会計予
算の補正（第１号）について

定額減税調整給付金や物価高騰対応重点支援地
方創生臨時給付金の給付事業などに、歳入歳出
それぞれ 3 億 4,353 万 8 千円を増額し、総額
161 億 5,741 万 5 千円とするもの

全員一致で
可決

議案.
第 49号

令和６年度御前崎市国民健康保
険特別会計予算の補正（第１号）
について

「マイナンバーカードと健康保険証の一体化」
に伴う経費などに、歳入歳出それぞれ 419 万 9
千円を増額し、総額 34 億 6,119 万 9 千円とす
るもの

全員一致で
可決

同意.
第 3号

御前崎市副市長の選任につき議
会の同意を求めることについて

現副市長の 鴨
か も

川
が わ

 朗
あきら

 氏を引き続き副市長に選任
することについて、議会の同意を求めるもの

全員一致で
同意

同意.
第 4号

御前崎市監査委員の選任につき議
会の同意を求めることについて

御前崎市監査委員に 増
ま す

田
だ

正
ま さ

行
ゆ き

 氏を選任するこ
とについて、議会の同意を求めるもの

全員一致で
同意

同意.
第 5号

御前崎市教育委員会委員の任命
につき議会の同意を求めること
について

御前崎市教育委員に 松
ま つ

林
ばやし

義
よ し

樹
き

 氏を任命するこ
とについて、議会の同意を求めるもの

全員一致で
同意

同意.
第 6号

御前崎市公平委員会委員の選任
につき議会の同意を求めること
について

御前崎市公平委員会委員に 浅
あ さ

野
の

由
ゆ

記
き

子
こ

 氏を選
任することについて、議会の同意を求めるもの

全員一致で
同意

同意.
第 7号

御前崎市池新田西財産区管理委
員の選任につき議会の同意を求
めることについて

御前崎市池新田西財産区管理委員に 松
ま つ

本
も と

仁
よ し

孝
た か

 
氏を選任することについて、議会の同意を求め
るもの

全員一致で
同意

発議.
第 9号

刑事訴訟法の再審規定（再審法）
の改正を求める意見書の提出に
ついて

冤罪被害者を早期に救済するため、刑事訴訟法
の再審規定（再審法）を速やかに改正するよう
国に求めるもの

全員一致で
可決

植
う え

田
た

 一
はじめ

 氏、小
こ

川
が わ

佳
よ し

孝
た か

 氏

齋
さ い

藤
と う

 剛
たけし

 氏、藤
ふ じ

田
た

千
ち

絵
え

 氏

当選人 再

新

御前崎市選挙管理委員会委員の選挙について

榑
く れ

林
ばやし

達
た つ

夫
お

 氏、大
お お

石
い し

愛
あ い

子
こ

 氏、

増
ま す

田
だ

髙
た か

志
し

 氏、浅
あ さ

井
い

義
よ し

幸
ゆ き

 氏

当選人 再

御前崎市選挙管理委員会補充員の選挙について
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令
和
６
年
６
月
18
日
に
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
質
疑
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
議
案
第
43
号
に
つ
い
て
】
P.3
参
照

問
上
位
法
令
の
施
行
期
日
は
い
つ

か
。
ま
た
、
法
律
は
令
和
５
年

度
に
改
正
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
来
で

あ
れ
ば
、
２
月
議
会
ま
で
に
議
会
へ
上

程
す
る
べ
き
で
は
な
い
か 

答
施
行
期
日
は
令
和
６
年
５
月
27

日
で
す
。
ま
た
法
律
の
施
行
に

伴
う
形
式
的
な
改
正
で
あ
る
た
め
、
公

布
の
日
と
し
ま
し
た
。

問
法
律
の
趣
旨
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
で
は
な
い
か

答
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
を
含
め
、
関
係
課

に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

令
和
６
年
６
月
18
日
に
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
議
案
第
45
号
に
つ
い
て
】
P.3
参
照

問
利
用
者
の
身
体
拘
束
の
現
状

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

答
入
所
者
（
利
用
者
）
の
生
命
又

は
身
体
を
保
護
す
る
た
め
、
緊

急
上
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
原

質
委
員

疑会
【
議
案
第
47
号
に
つ
い
て
】
P.4
参
照

問
今
回
の
譲
渡
で
朝
比
奈
財
産
区

が
所
有
す
る
財
産
は
無
く
な
る

が
、
財
産
区
は
解
散
す
る
こ
と
に
な
る

か
答
財
産
が
無
く
な
れ
ば
消
滅
す
る

と
財
産
区
運
営
手
引
き
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
９
月
議
会
で
朝
比
奈

財
産
区
管
理
会
条
例
を
廃
止
す
る
議
案

を
上
程
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
執
行
部
に
対
し
、
条
例
の
施

行
に
あ
た
っ
て
は
、
法
律
の
趣
旨
を
十

分
理
解
し
た
う
え
で
、
関
係
部
署
と
の

連
携
を
密
に
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
る
よ
う
強
く
求
め
る
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
入
所
者
の
症
状
に
よ
っ
て
は
ベ
ッ

ド
で
暴
れ
て
し
ま
う
な
ど
落
下
や
転
倒

に
よ
り
け
が
を
す
る
危
険
性
が
あ
り
、

ま
た
そ
れ
に
対
応
す
る
職
員
の
け
が
に

つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
緊
急
上
や
む
を
得
な
い
場
合
に
限

り
、
本
人
の
安
全
を
最
優
先
に
身
体
拘

束
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
当
市
で
は
令
和
２
年
度
以
降
は

身
体
拘
束
を
行
っ
た
事
例
は
な
い
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。

刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書
冤罪は、国家による最大の人権侵害の一つである。冤罪被害者の人権
救済は、人権国家を標榜する我が国にとってはもちろんのこと、地域住
民の人権を守る義務を有する地方自治体にとっても重要な課題である。
しかし、冤罪被害者を救済するための再審手続に関する法律（刑事

訴訟法第４編「再審」）上の規定は、わずか１９か条しかなく、再審
手続をどのように行うかは、裁判所の広範な裁量に委ねられているこ
とから、再審請求手続の審理の適正さが制度的に担保されず、公平性
も損なわれている。
また、過去の多くの冤罪事件では、警察や検察庁といった捜査機関

の手元にある証拠が再審段階で明らかになり、冤罪被害者を救済する
ための大きな原動力となっているが、現状では捜査機関の手元にある
証拠を開示させる仕組みについて、現行法に明文化された規定がなく、
再審請求手続において証拠開示がなされる制度的保障はない。
そのため、裁判官や検察官の対応いかんで、証拠開示の範囲に大き

な差が生じているのが実情であり、これを是正するためには、証拠開
示のルールを定めた法律の制定が不可欠である。
さらに、再審開始決定がなされても、検察官がこれに不服申立てを

行う事例が相次いでおり、冤罪被害者の速やかな救済が妨げられてい
る。再審開始決定は、あくまでも裁判をやり直すことを決定するにと
どまり、有罪・無罪の判断は再審公判において行うため、検察官にも
有罪立証をする機会が与えられている。したがって再審開始決定がな
されたのであれば、速やかに再審公判に移行すべきであって、再審開
始決定という、言わば中間的な判断に対して検察官の不服申し立てを
認めるべきではない。
よって、国においては、冤罪被害者を早期に救済するため、次の事

項について、刑事訴訟法の再審規定（再審法）を速やかに改正するよ
う求める。
１　再審請求手続の審理の適正化に資する規定を整備すること。
２　再審請求手続において、全ての証拠を開示する規定を整備する
こと。

３　再審開始決定に対する検察官の不服申立てを禁止すること。
以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。
令和 6年 6月 28日

静岡県御前崎市議会
衆議院議長 殿　　参議院議長 殿
内閣総理大臣 殿　　総 務 大 臣 殿
法 務 大 臣 殿

総
務
経
済

委
員
会

議会の様子は「YouTube」
で配信されています。

文
教
厚
生

委
員
会

議会の様子は「YouTube」
で配信されています。

承認とは
専決処分の可否を決定することです。
※専決処分とは、議会の議決が必要な

事項のうち、時間的に議会の招集を
待てない緊急の場合などに、市長が
代わって意思決定をすることです。

同意とは
副市長、教育長などの特別職や、
法に基づく委員の選任（任命）に
ついての案件の可否を決定するこ
とです。

議会
豆
用
知
語
識

議会で使われる言葉って
難しい！​
本会議や委員会で使われる
言葉をわかりやすく解説
します。​
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問
下
村
市
長
に
は
市
民
の
期
待
に

応
え
る
べ
く
、
市
政
運
営
に
邁

進
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
お
り
ま

す
。
御
前
崎
市
は
、
市
制
施
行
か
ら
20

年
の
間
２
人
の
市
長
が
担
っ
て
き
た
市

政
運
営
を
、
下
村
市
長
は
ど
の
よ
う
に

分
析
し
、
評
価
し
て
い
る
の
か
伺
う

答
石
原
市
政
の
３
期
は
、
合
併
後

の
課
題
が
山
積
す
る
な
か
、
第

１
次
御
前
崎
市
総
合
計
画
を
策
定
し
、

第
１
次
産
業
の
振
興
、
御
前
崎
港
の
基

盤
整
備
に
お
き
ま
し
て
大
変
ご
尽
力
さ

れ
て
お
り
ま
す
。栁
澤
市
政
の
２
期
は
、

浜
岡
中
学
校
の
建
て
替
え
、
給
食
費
無

償
化
、
高
校
生
年
齢
ま
で
の
医
療
費
無

償
化
な
ど
実
行
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
一

方
、
平
成
23
年
の
原
子
力
発
電
所
運
転

停
止
以
降
、
税
収
が
大
き
く
減
少
し
た

状
況
に
お
い
て
、
政
策
と
し
て
歳
出
削

減
、
歳
入
増
加
策
が
十
分
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
点
に
言
及
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
後
、
市
債
の
返
済
が
予
定

さ
れ
る
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
な

か
、
職
員
が
総
力
を
上
げ
て
現
在
の
施

策
を
再
検
証
し
、
無
駄
を
省
き
、
効
率

的
に
予
算
を
執
行
し
て
い
く
状
況
に
今

移
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
実
質
単

年
度
収
支
の
健
全
化
は
、
ま
さ
に
今
、

我
々
が
全
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
上
で
、
地
の
利
や
特
徴
を
生

か
し
て
次
期
総
合
計
画
を
真
摯
に
検
討

し
、
御
前
崎
市
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
私
の
責
務
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
下
村
市
長
は
栁
澤
市
政
を
そ
の

ま
ま
引
き
継
ぐ
の
で
は
な
く
、

全
て
ゼ
ロ
か
ら
や
り
直
す
く
ら
い
の
覚

悟
と
熱
意
を
持
っ
て
市
政
運
営
に
臨
ん

で
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大

変
厳
し
い
船
出
と
な
り
ま
し
た
が
、
改

め
て
市
長
就
任
に
当
た
っ
て
の
決
意
を

伺
う答

私
は
、
困
難
な
状
況
だ
か
ら
こ

そ
、
熱
意
を
も
っ
て
市
政
運
営

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
て
お
り
、こ
の
状
況
を
知
っ
た
上
で
、

前
職
を
辞
し
て
、
御
前
崎
市
の
た
め
に

身
を
さ
さ
げ
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に

は
、
み
ん
な
の
力
が
合
わ
さ
る
こ
と
で

達
成
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一般質問

•	

市
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の	

決
意
に
つ
い
て

阿南澄男

問
２
年
後
に
第
３
次
総
合
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
ま
で
は

10
年
の
長
期
計
画
で
し
た
が
、
市
長
の

任
期
に
合
わ
せ
た
８
年
に
す
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
行
政
サ
イ
ク
ル
の

計
画
期
間
と
政
治
サ
イ
ク
ル
の
市
長
の

任
期
を
一
致
さ
せ
、
計
画
の
実
行
性
を

高
め
た
８
年
間
の
計
画
期
間
に
す
べ
き

で
は
な
い
か

答
本
年
度
よ
り
２
カ
年
を
か
け
て

策
定
す
る
第
３
次
総
合
計
画

は
、
市
長
の
考
え
を
反
映
で
き
る
最
適

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
こ
の
時
点
で
市

長
の
就
任
期
間
に
合
わ
せ
た
８
年
間
の

計
画
期
間
と
す
れ
ば
、
４
年
ご
と
の
見

直
し
も
で
き
、
今
後
も
市
長
の
考
え
を

反
映
さ
せ
た
総
合
計
画
で
回
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
と
も
考
え
、
担
当
課
へ

既
に
指
示
を
し
ま
し
た
。

問
御
前
崎
市
の
学
校
給
食
で
は
、

昨
年
か
ら
牛
乳
の
ス
ト
ロ
ー
が

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
か
ら
５
％
バ

イ
オ
マ
ス
配
合
の
ス
ト
ロ
ー
に
変
更
さ

れ
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。
思
い
切
っ
て
ス
ト
ロ
ー
を

使
わ
な
く
て
も
飲
用
可
能
な
「
ス
ト

ロ
ー
レ
ス
容
器
」
に
変
更
で
き
ま
せ
ん

か
。
ご
み
の
削
減
、
そ
し
て
児
童
生
徒

の
環
境
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
ス
ト

ロ
ー
が
な
く
て
も
そ
の
ま
ま
飲
め
る
容

器
に
変
更
で
き
な
い
か

答
ス
ト
ロ
ー
レ
ス
容
器
へ
の
変
更

に
つ
き
ま
し
て
は
、
静
岡
県
が

実
施
し
て
い
る
事
業
の
た
め
、
本
市
単

独
で
の
対
応
は
難
し
い
状
況
で
す
。
静

岡
県
学
校
給
食
会
及
び
静
岡
県
牛
乳
協

会
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
ス

ト
ロ
ー
に
変
更
す
る
な
ど
環
境
に
配
慮

し
た
取
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

ス
ト
ロ
ー
削
減
に
向
け
検
討
し
て
い
る

と
の
情
報
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
成
果
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

一般質問

阿形　昭

•	

総
合
計
画
の
期
間
に
つ
い
て

•	

学
校
給
食
の
牛
乳
ス
ト
ロ
ー
削
減
に

つ
い
て

一般質問 9 名が登壇　市政を問う
＊この一般質問は6月13日に行われたものです。

議会の様子は「YouTube」で
配信されています。
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問
当
市
の
人
口
の
自
然
減
と
社
会

減
へ
の
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か

答
自
然
減
へ
の
対
応
は
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
魅
力
的
な
教
育

や
経
済
支
援
に
よ
る
子
育
て
環
境
の
整

備
に
よ
り
、
子
ど
も
の
数
も
自
然
に
増

え
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
社
会
減
へ
の
対
応
と
し
て
最
も
注

力
し
た
い
こ
と
は
、
雇
用
対
策
で
す
。 

問
人
口
減
少
対
策
の
広
域
的
な
施

策
に
つ
い
て
伺
う

答
自
然
減
対
策
と
社
会
減
対
策
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
施
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
は
、
一
つ
の

市
で
解
決
で
き
る
課
題
で
は
な
く
、
国

レ
ベ
ル
で
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く

べ
き
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問
当
市
の
財
政
の
ど
の
部
分
を
不

健
全
と
感
じ
て
い
る
の
か
伺
う

答
今
後
、
公
債
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
財
政
の
硬
直
化

が
進
む
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
い
ず

れ
財
政
調
整
基
金
は
枯
渇
し
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
が
で
き
な
く
な
る
可
能

性
が
あ
り
、
財
政
の
健
全
化
は
急
務
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

問
税
収
増
加
策
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
考
え
を
伺
う

答
当
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
税

の
増
加
に
つ
な
が
る
政
策
と
し

て
、
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す
企
業
誘

致
や
移
住
定
住
促
進
策
な
ど
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
取
組
は
ま
だ
道
半
ば

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

成
果
を
出
す
た
め
に
、
施
策
を
継
続
し

て
推
進
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
効
果
的

な
手
法
を
調
査
、
研
究
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
ま
す
。

問
企
業
誘
致
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

市
長
に
新
た
な
考
え
は
あ
る
か

答
当
市
が
抱
え
る
課
題
に
対
応
す

る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
探
し
て

く
る
こ
と
は
非
常
に
有
効
な
手
段
だ
と

思
い
ま
す
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
は
単

独
で
何
か
を
成
し
遂
げ
る
会
社
で
は
な

く
、
他
の
企
業
と
結
び
つ
き
、
そ
こ
に

新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
注
入
す
る
こ

と
で
両
者
が
う
ま
く
進
ん
で
い
く
会
社

で
す
。
そ
の
よ
う
な
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機

会
を
作
る
こ
と
で
、
雇
用
や
事
業
を
拡

大
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一般質問

河原﨑惠士

•	

人
口
減
少
対
策
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

•	

財
政
健
全
化
に
つ
い
て

問
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
記
載
さ

れ
た
主
要
施
策
の
成
果
と
今
後

の
農
業
振
興
に
つ
い
て
伺
う

答
ビ
ジ
ョ
ン
の
主
要
施
策
に
つ
い

て
は
、
成
果
が
あ
っ
た
も
の
、

な
か
っ
た
も
の
、
実
施
を
取
り
や
め
た

も
の
が
あ
る
が
、
道
の
駅
で
の
地
産
地

消
の
拡
大
、
お
茶
の
Ｐ
Ｒ
、
水
田
の
集

積
な
ど
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
農
作

業
受
委
託
は
、
体
制
の
構
築
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

問
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
当
時
と
現
在
の

問
題
点
の
違
い
は
何
か

答
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
、
施
設
の
老
朽
化
、
長
引
く

茶
価
の
低
迷
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
15
年

前
と
比
べ
て
も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。 

問
そ
れ
を
解
消
す
る
手
段
は

答
地
域
に
お
け
る
将
来
の
農
地
利 

用
を
明
確
化
す
る
た
め
の
地
域

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。

問
地
域
計
画
を
実
行
性
の
あ
る
計 

画
に
す
る
た
め
、
幅
広
い
方
を

話
し
合
い
の
場
に
入
れ
て
も
ら
い
た
い

答
農
業
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
色 

々
な
視
点
か
ら
物
事
を
見
る
姿

勢
が
未
来
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。 

問
全
国
学
力
学
習
調
査
の
結
果
を 

公
表
し
な
い
の
は
な
ぜ
か

答
調
査
の
結
果
は
学
校
や
地
域
の

教
育
の
質
を
直
接
的
に
反
映
す

る
も
の
で
は
な
く
、
数
値
の
公
表
に

よ
っ
て
教
育
の
優
劣
を
誤
っ
て
判
断
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

問
全
国
平
均
と
比
べ
、
小
中
学
生

の
正
答
率
が
低
い
こ
と
は
、
学

校
、
保
護
者
、
市
民
が
問
題
と
し
て
共

有
す
べ
き
で
は
な
い
か 

答
正
答
率
デ
ー
タ
は
オ
ー
プ
ン
に

す
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、
教

育
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
配
慮
を
必
要
と
す

る
た
め
、
話
し
合
い
を
し
て
方
針
を
決

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
未
来
を
託
す
子
ど
も
に
は
、
将

来
の
選
択
肢
の
幅
を
広
げ
る
意

味
で
も
学
力
の
定
着
や
向
上
は
必
要
で

は
な
い
か

答
学
力
の
向
上
に
よ
り
将
来
の
選
択
肢

を
増
や
す
こ
と
が
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

一般質問

髙田和幸

•	

農
業
振
興
に
つ
い
て

•	

小
中
学
校
の
学
力
向
上
に
つ
い
て
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一般質問

一般質問

川口知幸

二俣秀明

•	

新
築
さ
れ
た
浜
岡
中
学
校
の
利
活
用

に
つ
い
て

•	

環
境
に
配
慮
し
た
公
用
車
の
配
置
に

つ
い
て

•	

市
制
20
周
年
に
つ
い
て

•	

御
前
崎
特
産
品
に
つ
い
て

問
現
在
の
浜
岡
中
学
校
は
、
他
市

町
に
な
い
秀
逸
な
施
設
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
優
れ
た
教
育
環
境
が

ど
の
よ
う
に
利
活
用
さ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
そ
の
開
放
状
況
を
伺
う

答
一
般
市
民
へ
は
、
体
育
館
・
柔

剣
道
場
・
卓
球
場
を
開
放
し
て

い
ま
す
。
他
の
施
設
は
一
般
的
に
開
放

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
要
望
に
よ

り
、
校
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
作
品
を
展

示
し
た
り
、
朗
読
劇
の
た
め
に
施
設
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ニ
ア
ス

ク
ー
ル
の
活
動
場
所
と
し
て
会
議
室
や

音
楽
室
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

問
施
設
を
利
用
し
た
い
人
へ
の
情

報
発
信
は
ど
の
よ
う
な
方
法
か

答
市
内
の
小
中
学
校
体
育
施
設
の

一
般
利
用
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
利
用
方
法
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
取
組
状
況
と
そ

の
成
果
に
つ
い
て
伺
う

答
市
内
小
学
校
か
ら
中
学
校
全
て

の
子
ど
も
た
ち
が
ク
ロ
ー
ム

ブ
ッ
ク
を
使
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
頻
度

は
全
国
的
に
も
高
い
状
況
で
す
。
多
様

な
情
報
な
ど
へ
迅
速
に
ア
ク
セ
ス
で

き
、
学
習
の
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
全
国
の
学
校
と
協
働
学
習
が
促
進

さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
や
情
報
を
適

切
に
活
用
す
る
能
力
の
向
上
な
ど
の
成

果
が
見
ら
れ
ま
す
。

問
御
前
崎
中
学
校
と
の
交
流
事
業

と
そ
の
頻
度
に
つ
い
て
伺
う

答
部
活
動
で
の
合
同
練
習
や
試
合

を
定
期
的
に
行
う
交
流
を
し
て

い
ま
す
。

問
市
が
保
有
す
る
公
用
車
を
環
境

に
配
慮
し
た
電
気
自
動
車
へ
転

換
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か

答
本
市
で
は
、
消
防
・
病
院
も
含

め
１
４
５
台
の
公
用
車
を
保
有

し
て
い
ま
す
。
電
気
自
動
車
と
プ
ラ
グ

イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
各
1
台
導
入

し
て
い
ま
す
。
充
電
設
備
の
必
要
性
や

航
続
距
離
が
短
い
た
め
全
国
的
に
転
換

が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。
今
後
、

公
用
車
の
更
新
に
合
わ
せ
、
環
境
に
配

慮
し
た
車
輌
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

問
市
制
施
行
20
周
年
事
業
は
市
民

と
ま
ち
全
体
を
巻
き
込
む
事
業

に
な
る
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
思
い

を
伺
う

答
本
年
度
は
市
制
20
周
年
の
節
目

の
年
を
迎
え
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
催
さ
れ
ま
す
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
し
て
「
20
周
年
の
想
い
、
未
来
へ

受
け
継
ぐ
御
前
崎
」
を
掲
げ
、
今
後
も

歩
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。本
年
は
、

御
前
崎
市
で
干
し
芋
を
創
出
し
て
か
ら

２
０
０
年
の
節
目
と
な
る
た
め
、「
干

し
芋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
20
周
年
を
契
機
に
、
官
民
一
体

と
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
進
め
ま
す
。

問
御
前
崎
市
で
も
芋
か
ら
麺
類
や

焼
酎
な
ど
生
産
販
売
し
ま
し
た

が
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
を
行
い
、
材
料
の
生
産
・
加

工
・
販
売
と
持
続
可
能
な
特
産
品
の
商

品
開
発
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う

答
持
続
可
能
性
は
大
事
な
こ
と

で
、
立
ち
上
げ
た
後
に
停
滞
し

て
し
ま
う
事
業
に
は
必
ず
理
由
が
あ

り
、
何
ら
か
の
問
題
点
が
発
生
し
て
い

る
は
ず
で
、
そ
こ
を
抑
え
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。
今
回
の
「
干
し
芋

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
特
徴
は
、
多
く
の

方
の
参
入
に
よ
り
問
題
解
決
に
も
強
い

母
体
が
で
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

問
特
産
品
創
出
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
産
業
祭
で
の
実
証
実
験
と
あ

る
が
、
対
応
が
で
き
て
い
る
か
伺
う

答
今
年
の
１
月
、
２
月
に
作
ら
れ

た
干
し
芋
を
す
で
に
確
保
し
、

産
業
祭
で
の
お
披
露
目
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
で
ア
イ
デ

ア
を
出
し
て
商
品
開
発
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し

て
、
加
工
品
な
ら
ば
長
期
間
の

対
応
品
と
な
り
う
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
考
え
は
あ
る
か

答
本
市
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
は
、
季
節
限
定
商
品

を
除
き
１
８
１
品
あ
り
、
そ
の
う
ち
市

内
で
生
産
さ
れ
た
農
畜
産
物
な
ど
を
加

工
し
た
返
礼
品
は
68
品
で
す
。
長
期
保

存
が
可
能
な
加
工
品
で
あ
れ
ば
、
年
間

を
通
し
て
出
品
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

一般質問 9 名が登壇　市政を問う
＊この一般質問は6月14日に行われたものです。

議会の様子は「YouTube」で
配信されています。
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一般質問

一般質問

石川貴広

村田明彦

•	

市
内
企
業
の
人
手
不
足
に
つ
い
て

•	

農
業
の
現
状
認
識
と
将
来
展
望
に
つ
い
て

•	

若
者
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
そ
の
施
設
に
つ
い
て

•	

海
岸
保
全
に
つ
い
て

問
人
口
流
出
防
止
と
流
入
増
加
推

進
の
た
め
に
も
市
内
企
業
の
求

人
と
求
職
者
を
適
切
に
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
施
策
が
重
要
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
の
成
果
に
対
す
る
所
見

と
今
後
の
展
望
を
伺
う

答
本
市
で
は
、市
内
の
中
小
企
業・

小
規
模
企
業
の
経
営
環
境
や
雇

用
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
実
態
調
査

を
行
い
ま
し
て
、
そ
の
調
査
結
果
を
も

と
に
令
和
４
年
度
に
御
前
崎
市
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
計
画
を
策

定
し
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
人
材
確
保

に
向
け
た
取
組
と
し
ま
し
て
は
、
大
学

な
ど
に
進
学
し
た
地
域
の
若
者
を
地
元

の
企
業
に
就
職
を
促
す
た
め
に
、
リ

タ
ー
ン
就
職
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い

う
も
の
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
年
々

関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
令
和
６
年
５

月
末
時
点
で
58
人
の
登
録
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
今
後
、
市
内
や
近
隣
市

の
企
業
へ
就
職
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

事
業
成
果
が
表
れ
て
く
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
連
携
し
、
高
校
２
年
生
を
対
象
と
し

た
企
業
説
明
会
を
毎
年
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
令
和
５
年
度
は
、
小
笠
地
区
の

６
校
か
ら
２
１
４
名
が
参
加
し
、
地
元

企
業
の
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

問
人
手
不
足
以
外
に
も
、
情
報
発

信
の
仕
方
な
ど
多
く
の
中
小
企

業
に
共
通
す
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
部

課
を
超
え
て
広
く
取
り
組
む
ほ
う
が
良

い
効
果
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
市
長
の
意
見
を
伺
う

答
様
々
な
異
な
る
業
種
に
対
す
る

需
要
と
供
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に

つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
聞
く
場

を
広
く
取
っ
て
周
知
す
る
こ
と
は
非
常

に
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
情
報
発

信
す
る
方
法
論
も
含
め
て
、
そ
の
よ
う

な
機
会
を
う
ま
く
作
る
こ
と
が
雇
用
の

促
進
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
同
時

に
、
人
手
不
足
の
企
業
と
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
が
多
く
い
る
企
業
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
ど
う
い
う
働
き
方
が
一
番
良
い
の

か
を
総
合
的
に
見
て
い
く
時
期
に
き
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
根
本
的
な

部
分
も
含
め
て
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
農
業
の
経
営
環
境
は
厳
し
く
、

離
農
者
・
耕
作
放
棄
地
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
当
市
に
お
け
る
農
業
の

現
状
認
識
と
将
来
展
望
に
つ
い
て
伺
う

答
農
業
の
経
営
環
境
は
、
大
変
厳

し
い
状
況
で
す
。
特
に
農
業
者

の
減
少
が
顕
著
で
、
20
年
間
で
６
割
減

で
す
。
一
方
、
経
営
耕
地
面
積
が
約
４

割
減
に
留
ま
っ
た
こ
と
は
、
農
家
の
皆

様
が
集
約
化
を
進
め
た
こ
と
が
大
き
な

要
因
と
思
い
ま
す
。
農
業
人
口
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
く
、
担
い
手
へ
の
支
援
の
継
続
や
基

盤
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
で
安
定
的
な

農
業
経
営
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
サ
ー
フ
ィ
ン
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
な
ど
の
施
設
の
建
設
・
整
備

と
若
者
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う

答
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
日
本
の
若
者
の
活
躍
に
よ

り
関
心
が
高
ま
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
昨

年
８
月
に
は
、マ
リ
ン
パ
ー
ク
で
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
な
ど
の
体
験
会
「
ア
ー
バ
ン

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
㏌
御
前
崎
」
が
開

催
さ
れ
、
大
盛
況
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
施
設
が
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
は
、
観

光
及
び
交
流
人
口
の
増
加
、
市
民
の
健

康
促
進
、
異
世
代
交
流
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
施
策
と

思
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
定
住
化

の
推
進
に
努
め
ま
す
。
新
た
な
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
整
備
は
、
費
用
な
ど
難
し
い

状
況
で
す
が
、
民
間
の
力
も
活
用
し
な

が
ら
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

問
近
年
、
当
市
の
海
岸
が
浸
食
さ

れ
、
ご
み
で
汚
れ
て
い
ま
す
。

世
界
的
に
も
類
い
ま
れ
な
当
市
の
海
岸

を
浸
食
や
漂
着
ご
み
か
ら
守
る
た
め
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う

答
海
岸
浸
食
に
つ
い
て
は
、
遠
州

灘
沿
岸
保
全
対
策
促
進
期
成
同

盟
会
で
国
県
に
要
望
し
て
お
り
、
国
交

省
も
天
竜
川
流
域
の
土
砂
を
下
流
に
還

元
す
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
漂
着
ご

み
に
つ
い
て
は
、
県
補
助
金
を
活
用
し

て
毎
年
撤
去
を
実
施
し
、
各
種
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
も
定
期
的
に
ご
み
拾
い

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
官

民
一
体
と
な
っ
て
活
動
を
継
続
し
、
美

し
い
海
岸
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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一般質問

福田伸次

•	

人
口
減
少
対
策
と
市
民
の
安
心
安
全

の
確
保
に
つ
い
て

問
消
滅
可
能
性
自
治
体
と
な
っ
た

こ
と
に
対
す
る
市
長
の
感
想
と
、

今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
で
持
続
可
能
な

自
治
体
に
転
換
し
て
い
く
の
か
伺
う

答
人
口
戦
略
会
議
に
お
い
て
、
全

国
で
７
４
４
市
町
村
が
消
滅
可

能
性
と
公
表
さ
れ
、
本
市
も
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。消
滅
可
能
性
自
治
体
と
は
、

２
０
２
０
年
か
ら
２
０
５
０
年
の
30
年

間
で
子
ど
も
を
産
む
中
心
世
代
の
20
代

か
ら
30
代
女
性
が
半
数
以
下
に
な
る
と

の
推
計
が
根
拠
に
な
っ
て
お
り
、
人
口

減
少
対
策
が
直
結
す
る
問
題
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
一
朝
一
夕
で
解
決
で
き
る

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
27
年

度
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
て
以
降
、
総
合
計

画
と
整
合
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
。
第
３
次
総
合
計
画
で
は
、
子
育
て

世
代
や
若
年
層
の
人
口
減
少
を
抑
制
す

る
対
策
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

問
私
が
石
川
県
珠
洲
市
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
訪
れ
た
感
想
は
、
御

前
崎
市
広
域
避
難
計
画
で
本
当
に
円
滑

に
避
難
が
で
き
る
の
か
と
い
う
不
安
で

す
。
市
長
は
能
登
半
島
地
震
を
ど
の
よ

う
な
教
訓
と
し
て
生
か
し
、
御
前
崎
市

避
難
計
画
の
実
効
性
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か

答
本
市
で
は
、
原
子
力
災
害
時
に

お
け
る
防
護
措
置
が
円
滑
に
で

き
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
平
成
29

年
３
月
に
原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
能
登
半
島
地
震
で

は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
道
路
状
況
の
復
旧

や
救
護
が
進
ま
な
か
っ
た
と
聞
い
て
お

り
、
避
難
計
画
で
避
難
に
要
す
る
時
間

を
改
め
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。ま
た
原
子
力
事
業
者
に
対
し
、

放
射
性
物
質
を
外
部
に
放
出
す
る
よ
う

な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
万
が
一
、
事
故
に
陥
る
場
合
で
も

住
民
が
安
全
に
避
難
で
き
る
時
間
を
十

分
に
確
保
で
き
る
よ
う
、
安
全
対
策
に

万
全
を
期
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
。
本
計
画
で
は
複
数
の
避
難
経
路

を
設
定
し
て
お
り
、
国
や
県
、
避
難
先

自
治
体
、関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、

更
な
る
う
回
路
の
検
討
な
ど
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
対
策
を
確
実
に
進
め
、
実
効
性

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４
月
18
日
東
海
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
お
よ
び
、
５
月
22
日
全
国
市

議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、
増
田
雅
伸
前
議
長
が
市
議
会
議
員
20

年
以
上
、阿
形
昭
議
員
が
市
議
会
議
員
10
年
以
上
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

東
海
市
議
会
議
長
会
表
彰

表彰

一般質問 9 名が登壇　市政を問う
＊この一般質問は6月14日に行われたものです。

議会の様子は「YouTube」で
配信されています。
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報
委
員

告会

予
算
決
算
審
査

特
別
委
員
会

令
和
６
年
６
月
19
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
付
託
さ
れ
た
一
般
会
計
及
び
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
補
正
予
算
２

議
案
に
つ
い
て
、
関
係
部
課
長
か
ら
細

部
に
わ
た
り
内
容
の
説
明
を
求
め
、
慎

重
に
審
査
し
た
結
果
、
本
委
員
会
と
し

て
は
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
報
告
案
件
の
「
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
給
付
金
給

付
事
業
」
で
は
、
担
当
課
の
事
務
処

理
ミ
ス
を
指
摘
し
、
今
後
は
万
全
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
も
と
公
務
を
遂
行
す

る
こ
と
を
求
め
、「
今
後
の
財
政
見
通

し
」
で
は
、
歳
入
増
加
策
及
び
歳
出
削

減
策
の
資
料
を
作
成
の
上
、
令
和
7
年

度
か
ら
の
５
年
間
の
精
緻
な
財
政
見
通

し
の
提
出
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

中
長
期
計
画
共
創

特
別
委
員
会

令
和
６
年
６
月
21
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
第
２
次
御
前
崎
市
総
合
計
画
に

つ
い
て
総
務
部
企
画
政
策
課
よ
り
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

改
選
に
伴
い
、
新
人
議
員
が
半
数
を

占
め
る
こ
と
か
ら
、
第
２
次
御
前
崎
市

総
合
計
画
の
位
置
づ
け
や
構
成
な
ど
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
２
年
を
か
け
て
策
定
す

る
第
３
次
総
合
計
画
の
策
定
体
制
や
組

織
、
第
２
次
総
合
計
画
と
の
変
更
点

（
10
年
計
画
か
ら
８
年
計
画
へ
変
更
）

に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
委
員
会
は
、
昨
年
度
ま

で
の
総
合
計
画
策
定
特
別
委
員
会
の
名

称
を
改
め
、
単
年
度
計
画
に
つ
い
て
は

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
審
議

し
、
行
政
、
地
域
の
住
民
や
企
業
、
そ

し
て
議
会
が
長
い
期
間
を
か
け
て
お
互

い
に
意
見
を
出
し
合
い
共
創
が
成
り
立

つ
よ
う
な
中
長
期
計
画
に
関
し
て
は
、

本
委
員
会
で
審
議
を
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

原
子
力
対
策

特
別
委
員
会

令
和
６
年
６
月
21
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
原
子
力
規
制
庁　
浜
岡
原
子
力

規
制
事
務
所　

中
野
事
務
所
長
よ
り

「
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
係
る
原
子
力

規
制
検
査
結
果
に
つ
い
て
」
の
説
明
及

び
中
部
電
力
㈱
よ
り
「
浜
岡
原
子
力
発

電
所
の
状
況
に
つ
い
て
」
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

１　
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
係
る
原
子

力
規
制
検
査
結
果

〇
令
和
５
年
度
第
１
四
半
期
か
ら
第

４
四
半
期
ま
で
年
間
を
通
し
て
指

摘
事
項
な
し
で
あ
り
、
総
合
的
な

評
定
は
最
も
良
好
な
第
１
区
分
と

い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

２　
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
状
況

〇
原
子
力
規
制
委
員
会
発
足
の
経
緯

と
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
事
故

を
踏
ま
え
た
新
規
制
基
準
の
内
容

〇
浜
岡
原
子
力
発
電
所
４
号
機
の
適

合
性
確
認
審
査
の
状
況

　
①
基
準
地
震
動　
②
基
準
津
波

　
③
敷
地
内
の
断
層

　
以
上
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

議
会
広
報

特
別
委
員
会
か
ら

委
員
が
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
な
り

ま
し
た

本
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
臨
時

議
会
で
広
報
委
員
に
選
任
さ
れ
た

新
メ
ン
バ
ー
で
す
。
こ
れ
か
ら
４

年
間
、
市
議
会
だ
よ
り
を
発
行
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
開
か
れ
た
議
会

情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

新しい委員の紹介
後
列委

員
髙
田
和
幸

委
員

福
田
伸
次

委
員

石
川
貴
広

委
員

川
口
知
幸

前
列委

員
小
田
芳
久

委
員
長

植
田
浩
之

副
委
員
長

村
田
明
彦
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委 員 長　植田浩之　　　委員　小田芳久　　石川貴広　　川口知幸
副委員長　村田明彦　　　　　　福田伸次　　髙田和幸　　　　　　

編
議 広 特 委
集
会 報 別 員会

9月議会定例会の予定

	 8月	28日（水）	 本会議（議案説明）
	 9月	 9日（月）	 本会議（質疑・一般質問）
	 	10日（火）	 本会議（一般質問）
	 	11日（水）	 総務経済委員会
	 	 	 文教厚生委員会
	 	12日（木）	 予算決算審査特別委員会
	 	13日（金）	 予算決算審査特別委員会
	 	17日（火）	 予算決算審査特別委員会
	 	19日（木）	 特別委員会
	 	30日（月）	 本会議（質疑・討論・採決）

議会を傍聴しませんか？
○市議会はどなたでも傍聴することができます。傍聴席には限りが

ありますので、超過した場合は別室でのテレビ傍聴となります。
○耳の聞こえにくい方のためにイヤホン型の補聴支援用機器があり

ます。（3 名分）
○事前予約は必要ありません。当日、市役所 4 階議会事務局へ 

お越しください。
○御前崎市議会傍聴規則をお守りください。
◎傍聴に来られない方も市議会の様子をご覧いただけます！！
本会議・常任委員会・予算決算審査特別委員会等の内容は、おま
えざきケーブルテレビの市民チャンネルのデジタル 122 チャンネ
ルで放映されます。放送日については、その都度、音声告知放送
にてお知らせします。
また、本会議・常任委員会の内容は、インターネット
動画共有サイト「YouTube」でライブ・アーカイブ
配信されます。

市民の皆様の声をお寄せください
議会だより作成や編集に役立てるため、議会だよりの感想をお聞
かせください。電話・FAX・郵送・E メールで受付します。
◇住所・氏名・電話番号を明記してください。
◇お便りの返却はいたしません。

御前崎市議会 議会広報特別委員会（議会事務局）
〒437-1692 静岡県御前崎市池新田5585
TEL（NTT・CATV） : 0537-85-1115 / FAX : 0537-85-1139
E-mail : gikai@city.omaezaki.shizuoka.jp

問
い
合
わ
せ
先御前崎市マスコットキャラクター

ふうちゃん
御前崎市マスコットキャラクター

なみまる

9 月議会定例会は、8 月 28 日（水）から 9 月 30 日（月）
までの 34 日間の会期で開催される予定です。
日程は、変更になる場合がありますので、事前に議会事
務局（電話 85-1115）までお問い合わせください。

25
日	

第
１
回
臨
時
会

	

議
会
全
員
協
議
会

	

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

9
日	

防
衛
省
全
国
情
報
施
設
協
議
会
役
員
会

14
日	

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議
会
協
議
会
第
52
回
定
期
総
会

16
日	

新
議
員
研
修
会

17
日	

新
議
員
研
修
会

20
日	

議
会
全
員
協
議
会

22
日	

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
協
議
会
総
会

23
日	

議
会
運
営
委
員
会

29
日	

静
岡
県
地
方
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
定
期
総
会・
第
1
回
政
策
研
修
会

31
日	

牧
之
原
市
御
前
崎
市
広
域
施
設
組
合
議
会
臨
時
会

3
日	

６
月
議
会
定
例
会
本
会
議（
初
日
）

13
日	

６
月
議
会
定
例
会
本
会
議（
一
般
質
問
）

14
日	

６
月
議
会
定
例
会
本
会
議（
一
般
質
問
）

18
日	

総
務
経
済
委
員
会

	

文
教
厚
生
委
員
会

19
日	

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

21
日	

中
長
期
計
画
共
創
特
別
委
員
会

	

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

26
日	

議
会
運
営
委
員
会

27
日	

浜
岡
原
子
力
発
電
所
安
全
等
対
策
協
議
会
理
事
会・
総
会

28
日	

６
月
議
会
定
例
会
本
会
議（
最
終
日
）

	
議
会
全
員
協
議
会

議
会
の
う
ご
き

4　月5　月6　月


